
① かしこく（意欲的に学び続ける子ども） 

② やさしく（思いやりのある子ども） 

③ たくましく（健康でたくましい子ども） 

「まなびフェスト」は「学び」の「マニュフェスト」です。 
「米内っ子９」に掲げた目標を、学校、子ども、家庭が共

有し、地域の協力もいただきながら一体となって取り組む
ことで活力ある米内小の子（生きる力を身につけた子）を
育てることを目指します。 
その成果は、子どもたちの育ちで評価します。 

①めあてをもって 漢字・計算・読書 
・全校漢字・計算テストの合格を目指そう。 

・学校や家で本を読もう。 
②授業中のルールを守って 楽しく学習 
 ・友達や先生の話をしっかり聞こう。 
 ・学習用具等の準備と後始末をきちんと行おう。 
③時間を決めて 毎日 家庭学習 
 ・ノーテレビ、ノーメディアの時間を決めて、家庭学習

（低30分 中45分 高60分）に取り組もう。 

⑦早寝 早起き 朝ごはんで健康な体 
 ・早寝・早起き，しっかり朝ごはんを食べよう。 

⑧運動遊びで 体力づくり 
 ・目標をもって｢よなピック｣や｢米内っ子タイ

ム｣，SAQに取り組もう。 
⑨きまりを守り 安全なくらし 
 ・学校生活のルールを守り，安全にくらそう。 
 ・安全に気をつけて歩いて登下校しよう。 

 
  

④しっかり あいさつ 返事 くつそろえ 
 ・「あいさつ」や「返事」，「靴揃え」をしっかり

できるようになろう。 
⑤進んでやります 清掃・当番活動 
 ・協力し合って，掃除や当番の仕事をしよう。 

 
⑥ありがとう ごめんなさいで なかよく 
 ・「ありがとう」や「ごめんなさい」を言って 
  なかよくしよう。 
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ご家庭へのお願い 米内っ子 ９ (子どもの取り組み) 

学校教育目標 「まなびフェスト」とは？ 

学校経営の重点（学校の取り組み） 

①漢字・計算テストが合格できるよ

うに励ましをお願いします。ま

た、「家読」の取り組みもお願いし

ます。 

②学習用具等の準備や忘れ物等

について，チェックや声がけを

お願いします。 

③「家庭学習」に取り組めるような環

境づくりをお願いします。 

⑦子どもが元気に体力づくりができ
るよう「早寝・早起き・朝ごはん」
の実践をお願いします。 

⑧家庭でも，短時間の体力づくりに
取り組ませるようにお願いしま
す。 

⑨子どもが地域でも登下校時にも，
きまりを守って安全にくらせるよう
に，注意喚起をお願いします。 

④子どもが家庭や地域でも，あいさ

つを交わし合えるような取り組み

をお願いします。 

⑤家庭でも学年に応じて，仕事
の機会を与えてくださるよう

にお願いします。 

⑥子どもとの会話を大事にし，
子どものことについて学校と
の情報交換をお願いします。 

地域の皆様へ ： 学校・家庭の取り組みについて地域の皆様のサポートをお願いいたします。 
 

かしこく(意欲的に学び続ける子ども) 

１ 学習規律の確立を目指し，発達段階に応じた「学び方等」について共通理解・共

通実践を図り，子どもたちの学習保障に努めます。 

２ 指導過程に「課題・見通し」「課題解決」「振り返り」を位置付け，「わかった」

「できた」「楽しいな」といえる達成感の向上を目指した授業づくりに努めます。 

３ 意図的・計画的に褒めたり，認めたりするなど，「見える評価」「わかる評価」の

工夫に努め，子どもたちの学習意欲の向上を図ります。 

４ 授業のユニバーサルデザイン化や授業でのＩＣＴ活用などを積極的に行うとと

もに、個に応じたきめ細かな丁寧な指導（ＴＴ，個別指導）に努めます。 

 

５ 授業と連動させた家庭学習を推進します。 

たくましく（健康でたくましい子ども） 

１ 運動遊びや SAQ トレーニングなどでは，学級目標や個人目標をもたせてから取

り組ませることによって体力の向上を図ります。 

２ 体力・運動能力調査等の結果を踏まえた目標や取り組み方を決め，体育の授業における具体

的な指導方法を工夫・改善し，基礎体力づくりを図ります。 

３ 健康な体と生活習慣や食習慣との関わりについて理解させ，基本的な生活習慣や

食習慣を身に付けさせていきます。 

４ 学校安全計画に基づいた継続的な指導を行い，安全な生活を送ろうとする態度を育てます。 

やさしく（思いやりのある子ども） 

１ 基本的な生活習慣として「あいさつ(積極的な心)」「返事(素直な心)」「靴揃え

(やり抜く心)」の３つを重点に掲げ，よい習慣として身に付けさせていきます。 

２ 縦割り班活動や児童会活動，当番活動，ボランティア活動などを通して，思いや

りの心，協力する心，役割を果たす心などを育てます。 

３ 対話による情報共有，考えの伝え合いと深め合い，合意形成などをする機会や活

動の場を意図的・計画的に設定し，コミュ二ケーション能力を育てていきます。 

４ 子どものよさやがんばりなどを積極的に評価し，自己肯定感を高めていきます。 

 


